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お願いしてまいりたいと思います。以上でござ

います。 

○渋谷佐輔議長 ８番、今泉春江議員。 

○８番 今泉春江議員 時間もありませんので、

市庁舎の基本設計の問題点について再質問をさ

せていただきます。 

 議事録を確認いたしますと、蒲生議員、また

私の質問などでも、あと赤間議員なんかもド

ア・ツー・ドアとか、いろいろ皆さん質問して

おります。やはりこの中で市長答弁を見ますと、

議員の皆様の意見を反映してと、市民の皆様の

意見を反映してと、きっちりと申し上げており、

先ほどの市長答弁では、あそこに建てるという

ことで賛成してもらったというお話をなさって

ますけども、２案ぐらいを出したいというよう

な答弁も先ほど紹介したように、してます。 

 なぜ、市長は２案を出したと言いますけど、

あれは２案ではありません。市庁舎の中に議場

をどこに置くかとか、給水所をどこに置くか、

控室をどこに置くか、それは２案ではありませ

ん。市庁舎の形というか、どこに建てるかと、

そういうことでそれぞれの議員が質問をしてお

ります。私も含めて質問をしております。その

ことについて、２案と申し上げました。その意

見を反映する２案というのは出せないのでしょ

うか。改めて市長にお聞きいたします。 

○渋谷佐輔議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 １案ではなく２案をということ

は、何度も申し上げております。それで、今回

は私は２案を出してるというふうに考えており

ます。 

 例えば全く違うものを２つ出した場合、最終

的に、じゃあ、どこで決めるんですか。ですか

ら、私は市民検討委員会を基本に、そして私ど

も20数案あるわけですけど、その中でこれが最

適だという当局案を出して、何件か。それを最

終的にまとめてあの案で、Ｉ型でいこうと。そ

れで市民検討委員会でもご了承いただいて、そ

してその案を基本に２案を出したということで

ございますんで、１案ではございません。それ

を１案だとおっしゃるんでしたら、これやっぱ

りちょっと見解の相違としか言いようがないと

いうふうに思います。 

 決して最初から１案でということではなく２

案出しておりますんで、あれ全然違うわけです

よね。機能的には何か問題あるんでしょうか。

その辺がちょっと私も、そこのところでしたら

わかるんですが、全く違う２つの案を出して、

それをどこかで決めるというのはなかなか難し

いということで、市民検討委員会の中で今回、

出させていただいた２つに取りまとめさせてい

ただいたという考えでございます。 

○渋谷佐輔議長 ８番、今泉春江議員。 

○８番 今泉春江議員 市長、議事録を確認して

いただきたいと思います。決してあれは２案で

はありません。何か議場が東か西か、南か北か

とか、そういう問題じゃなくて、議員の方が質

問してるこの中身をしっかりと捉えていただい

て、２案ということを申し上げたんだと思いま

す。私たちもそのことが私たちの意見が反映さ

れるのだなと思って賛成したわけですから。で

すから、市長が今おっしゃってることは議会軽

視だと思います。とても承服できません。 

 以上、申し上げて、私の質問を終わります。 

 

 

 梅津善之議員の質問 

 

 

○渋谷佐輔議長 次に、順位11番、議席番号９番、

梅津善之議員。 

○９番 梅津善之議員 おはようございます。 

 ９月定例会、一般質問最後の質問になります。

お疲れのところ、よろしくお願いしたいと思い

ます。 

 私の質問は、大きく２点でございます。 



 

―１４２― 

 まず、今年度の異常気象ということで、私の

頭の中では春先の大雪から夏の猛暑、そして地

域によっては水害であったり、近日の北海道の

地震であったりと、本当にことし１年、災害の

多い１年だなと思っておりました。にもかかわ

らず、この長井市内、水のことを申し述べさせ

ていただければ、長井ダムの恩恵によって農業

用水であったり、各地域の河川であったりがふ

んだんに水が流れているということ、本当に当

たり前のことかもしれませんが、感謝しなきゃ

いけないなと私自身、思っているところでござ

います。 

 金曜日の小関議員の質問にもございましたが、

私も白川流域の稲作を１町５反ほどつくってお

ります。全く水の来ないときが何日もございま

した。真っ白に、私もこんなの初めてですけど

も、地割れをして、田んぼが本当にこんな状況

になったのは見たことないぐらいの年でござい

まして、末端の、例えば長井市内でも時庭地域

であったり、末端の水系、白川水系は全く水が

来ないという時期があったと思います。 

 農産物の影響なんか非常にあったんだろうな

と思っておりますし、畑についてはもっとひど

い。１カ月間こんなに雨降らないと、本当に作

物自体が育たない。まいたものも、植えても育

たないという非常に大変な状況だったなと思っ

ておりますし、毎日雨降らないかと思ってると、

今度は毎日雨降りということで、農家泣かせの

１年だったと、これから何カ月かあるわけです

が、災害のない、天候不順などがないような秋

を迎えたいと思っております。 

 では、通告に従って質問してまいりたいと思

います。 

 まず、農林課長にです。今年度の異常気象に

よっての農作物の被害とか、今後の対策という

ことで質問しておりますので、その辺について

農林課長にお伺いしたいと思います。 

○渋谷佐輔議長 桐生芳弘農林課長。 

○桐生芳弘農林課長 それでは、お答えいたしま

す。 

 ことしは６月以降、８月の前半ごろまでです

が、高温渇水によりまして市内各地の水田や畑

地で高温障害、あるいは成育不良等の被害が想

定されるとともに、被害を受けた農業者の生産

意欲の低下等が懸念されていたところでござい

ます。 

 水稲におきましては番水や水路の見回りであ

ったり、あるいはため池などの水源の活用や用

水池の活用など、ほとんどの農業者が用水の確

保にご苦労されたということをお聞きしており

ます。長期に及ぶ高温渇水によりまして、ただ

いま議員からありましたように、伊佐沢地区で

ありましたり、歌丸、時庭地区の一部におきま

して水が不足しているということもお聞きして

おります。米の場合には高温の際は白未熟粒や

胴割れ米、あるいはカメムシによる被害粒など

の発生が増加する傾向にありますので、これか

ら収穫期を迎えるに当たりまして、収量ととも

に品質についても把握していく必要があると考

えているところでございます。 

 また、大豆については出芽のおくれによりま

して減収が予想されておりますし、スイカやキ

ュウリなどの露地物については小降りで収量が

低下しているということをお聞きしているとこ

ろでございます。スイカにつきましては、収穫

量でいえば２割ほど減となっているんではない

かということでございます。また、果物類につ

きましては、交配が思うようにいかずに結実が

少なく、土壌水分も少ないため、例年より小玉

傾向ということをお聞きしているところでござ

います。 

 それぞれの作物ごとの具体的な被害状況につ

きまして、例えば減収であったり、金額だった

りというのは現在のところ取りまとめてはいま

せんが、今後県とか、あるいは農業団体などの

関係機関とともに状況の把握に努めていきたい
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というふうに思います。 

 続きまして、今後の対策ということでござい

ますが、このたびの高温渇水に対しましては、

県から緊急対策として山形県農林水産物等災害

対策事業費補助金交付規程が一部改正されまし

て、発動されています。改正によりまして、こ

のたびの高温渇水に対する新規の事業としては、

農業用水確保対策事業として、かんがい時や渇

水時の農業用水を確保するための水路等の掘削

工事、送水またはかんがい施設の設置、浄水機

等の賃借等、及び燃料の購入に要する経費の３

分の１に相当する額以内の額の補助と。それか

ら、恒久的な対策としての井戸の掘削に要する

経費やかんがい施設等の設置に要する費用も該

当するということをお聞きしているところでご

ざいます。 

 それから、園芸作物等高温対策事業として、

高温に対応するための換気扇等の設置、遮光資

材の購入等に要する経費の３分の１に相当する

額以内の額ということで、事業が改正されてお

ります。そのほかに既存の事業として、農薬の

購入事業、これは通常の営農の範囲を超えたも

のということで、病害虫防除のための農薬の購

入費用に要する経費の３分の１に相当する額以

内の額。 

 それから、これも通常の営農にプラスして必

要になったものということでございますが、肥

料購入の費用、これは樹勢または草勢回復のた

めの肥料の購入の費用でございます。それから、

補植用苗種子購入費用として、再播種用の種子

の購入に要する経費、いずれも３分の１に相当

する額以内の額ということになっております。 

 以上のような対策が示されておりまして、現

時点ではいずれの事業も対象経費であったり、

基準単価、限度額、それからいつからいつまで

実施したものであるかというような該当する時

期などを定めた事業実施要領、それから事業実

施基準が決定しない段階でございます。今後、

県から要領等が示された段階で皆様方にお知ら

せする予定でございます。 

 なお、いずれの場合も市が６分の１を上乗せ

して補助率が２分の１というふうになる予定で

すので、事業実施に当たっては補正予算等の対

応が必要になってくるというふうに考えている

ところでございます。 

○渋谷佐輔議長 ９番、梅津善之議員。 

○９番 梅津善之議員 さまざまな補助事業も含

めて検討していかなければいけないと私も思っ

ておりますけども、こんな年、本当にあるのか

なと私も思っておったんですが、大豆、もちろ

んその播種からですけども、まず雨が降らない

ので発芽しないという、農林課長からもただい

まございましたけども、たとえ播種して発芽し

たとしても、雨が全く降らないので枯れてしま

うんですよね。私なんかもエダマメなんかつく

ってると、成熟する前に黄色くなって、エダマ

メというのは未成熟大豆だなんて教えていただ

いたんですが、そのまま出荷できないまま枯れ

ていくというような状況があったり、さらには

暑さで出荷したものが市場に届く前に黄色くな

ってしまってクレームなり、処分しなきゃいけ

ないなんていう状況がありました。 

 先ほどスイカの話がございましたけども、い

や、暑くてスイカよかったべなという話をする

と、全く農家の人は収量なり、玉が張らなくて

収益につながらないということをおっしゃって

ましたので、非常に大変な夏だったと思います。 

 さまざまな補助事業はもちろんあると思うん

ですけども、例えば井戸であったりとか、スプ

リンクラーの設置についてとかの補助事業なん

かを検討すべきであるかななんていうことを私

自身、思ったところでした。ただいま農林課長

からいただいたいろんな事業も含めまして、県

や国に現場の担当から言っていただくことが大

切だなと思っておりますので、ぜひいろんなこ

とを検討していただいて、実質されている方々
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の思いをやっぱり事業として立案していってい

ただきたいものだなと思って発言させていただ

いたところです。 

 では、（２）の水田への用水の市内全域での

十分な確保と渇水時の対策はということで、先

ほど白川流域の時庭地域であったり、歌丸、さ

らには野川水系であっても末端の白兎や東五十

川、そしてこちら側だと泉地域であったりする

と、やっぱり幾らふんだんに水があっても、な

かなかその末端まで到達していかないなんてい

う状況があったかと思っております。 

 せっかくふんだんに流れている水を末端まで

行き渡るような対策、さらには何度か前にも私、

申し上げましたが、どうしてもフラワー長井線

のところで上流部と下流部の高さが違ったりす

ることなどがあって、なかなか末端には行き渡

っていないような状況があったかと思っており

ますし、先ほど農林課長からは番水のお話がご

ざいました。番水も本来、最上川流域の水位が

余りにも低下しているということで、その流域

のダムから放流してくださいということで、長

井ダムも含めて放流するということで、地域の

方々、最上川、野川の右岸と左岸に分かれて番

水をするような経過になったかと思っておりま

す。全体としては番水を決定した時点で最上地

域などには大雨が降ったりしたわけでございま

すけども、全体の流域の水位の確保と、長井市

内の全体の用水路、農業用水にだけでなくての

確保のそのさまざまな対策が私は必要かと思っ

ておりますので、その辺について農林課長にお

伺いしたいと思っております。 

○渋谷佐輔議長 桐生芳弘農林課長。 

○桐生芳弘農林課長 市内には野川土地改良区、

それから白川土地改良区、白鷹土地改良区、伊

佐沢土地改良区の４つの土地改良区がありまし

て、それぞれの土地改良区が管理する水路でほ

ぼ市内の水田をカバーしているというような状

況でございます。このたびの渇水で今、梅津議

員からもありましたように、野川土地改良区に

おいても９年ぶりに番水を行ったということを

お聞きしております。これは最上川の河川用水、

河川の維持の用水確保のためにも直さなければ

ならないというようなことで、番水を実施した

ということでございます。 

 それから、梅津議員から名前が上がった地域

につきましては、各土地改良区で管理しており

ます用水路の末端地域でございますので、特に

ご苦労したということをお聞きしているところ

でございます。ただ、用水路の管理につきまし

てはほとんどが土地改良区の管理となっており

ますので、用水確保の対策とか、用水が行き渡

るシステムというのは、やはり基本的には土地

改良区で行うものだというふうに考えておりま

す。梅津議員も管理会の委員等をなさっており

ますので、ぜひ土地改良区の中でもいろいろと

ご発言いただければなというふうに思います。 

 また、フラワー長井線の横断水道などの改修

など、土地改良事業で実施するということが必

要だったとすれば、やはりそれもそれぞれの土

地改良区からの申請により行われるというもの

だと思いますので、実施する場合においては市

の対応としては、関係団体とともに、例えば採

択に向けた国や県への要望であったり、あるい

は予算の確保であったりと、そういう分で協力

させていただければというふうに思います。 

○渋谷佐輔議長 ９番、梅津善之議員。 

○９番 梅津善之議員 もちろんそれは市として

ははかり知れないところがあるかと思いますけ

ども、現状をお伝えしているところでございま

すので、ぜひご理解をいただきたいと思います

し、フラワー長井線についても、例えばただい

ま企画しております成田、五十川の土地改良事

業だったりするところには、ぜひその辺をクリ

アして工事をしていただきたいものだなという

ような思いでございますし、近年っていうかね、

私たちの九野本地域では実現しなかったんでご
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ざいますけども、農業用水を有効に使うために

地下かんがいシステムというのが最近出ており

まして、商品面名でいうとフォアスといいます

が、用水路をパイプラインであったりして排水

路も田んぼの中についてるというか、水が下か

ら上がってきたり、地下かんがいシステムとい

うのを導入しているところが隣の川西町でござ

います。 

 それは末端地域とか、上流部とか下流部とか、

全く関係なくて水を摂取できるというか、用水

路管理ができるというすばらしいシステムでご

ざいます。ぜひ土地改良事業で今後、検討なさ

れば非常にいいシステムではないかなと思って

おりますし、用水路であったり、排水路の管理

も非常に楽でございますし、例えば４割が遊ん

でいる転作地であっても、地下から水を上げる

ことができるので、播種したり、成育途中でも

水の管理ができるなんていうすばらしいシステ

ムでございますので、ぜひご検討いただいて導

入いただければななんて思っておりますし、成

田、五十川に限らず、いろんな検討がなされる

ような時期に来ていると思いますので、ぜひよ

ろしくお願いしたいと思います。 

 次に、３番目の質問に移ります。 

 観光事業への影響と、次年度以降の対策はと

いうことで、ことしお盆にいろんな人が私の家

にも見えられて、長井ダムのボートの遊覧、や

ってんだべという話をされて、電話して聞いた

ら、いや、実は水が少なくてできないんだなん

ていう話をいただきました。めったに来れない

人がせっかくの機会にだと思って、私も電話し

たんでございますけども、がっかりしてお帰り

になったんでございます。さまざまなこういう

ことが今年度はあったかと思っております。そ

の辺について、商工観光課長にお伺いしたいと

思います。 

○渋谷佐輔議長 赤間茂樹商工観光課長。 

○赤間茂樹商工観光課長 ただいまの渇水により

ます三淵渓谷へのボートツアーができなくなっ

たということで、状況と対策はというふうなご

質問でございました。 

 長井ダムにおきましては、朝日山系の水を集

める流域面積101平方キロメートルを持ってお

ります。しかしながら、このたびの異常気象と

いいますか、降雨がない時期が続きまして、有

効貯水率が８月16日の時点で47.4％まで下がっ

たというふうなことでございます。50％を下回

ったのは、かなり久しぶりのことだというふう

に認識しております。 

 長井市がダム湖面であります合地沢の湖面広

場を占用しておりまして、三淵渓谷へのゴムボ

ートの遊覧事業を行っているわけでございます

が、この合地沢の湖面広場につきましては、水

位が低下したことによりまして、通常ですとボ

ートの乗り場というのは湖面に向かって斜路と

いいますか、道路が湖の中に入っているんです

けども、そこからさらに下がっていきまして、

その入水路が使用できなくなりまして、７月の

29日日曜日から遊覧事業を休止しているという

ふうな状況でございました。例年ですと、８月

は金曜日、土曜日、日曜日の週末３日間運航し

ておりましたので、ことしのカレンダーを見ま

すと、合計で13日間ほど運航できなかったこと

というふうになると思います。幸い８月末のほ

うから降水がありまして、９月１日土曜日から

運航を再開している状況でございます。 

 渇水になりますと、ダム湖面が水位が低下し

ていきまして、下からといいますか、通常は水

の中にある沈殿している泥が見えてきますので、

どうしてもボートに乗りたい場合はそれを取り

除くというふうな作業が必要になりますが、や

はりダム湖の奥のほうといいますかね、上流側

にいきますと、特に三淵方面にいきますと、立

ち木がそのままのところがありまして、そうい

ったものが非常に危険になりますので、やはり

水位がある程度下がった場合はボートの運航は
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できないなというふうに考えているところでご

ざいます。現状はこのような状況でありまして、

水位が低下したときには運航が難しいですけど

も、代替というふうになるような何か対策って

いうふうなことも今後、少し考えなければなら

ないのかなというふうなことは考えているとこ

ろでございます。 

○渋谷佐輔議長 ９番、梅津善之議員。 

○９番 梅津善之議員 状況はそのとおりだと私

も思っておりますし、よく長井ダムに水位を見

に、ことしぐらい行った年はないかなと自分で

も思っておりますし、私も湖面を見たとき、い

や、あんな姿はちょっと初めてでしたね。水が

茶色になってたり、水位が下がってるんで山肌

というか、茶色い部分が相当数見えておりまし

た。なかなか観光に生かすといっても、こうい

う状況があるということを身にしみて感じたと

ころでございますので、ぜひそのがっかりしな

いような次の、こんなときはこんなことができ

る、観光も含めた、ダム観光のアイデアを出し

ていけたらななんて思っておりますけども、な

かなか実質的にあるかないかと言われると難し

いかなと私も認識しておりますけども、ぜひ何

か代替案などあればありがたかったかなと思っ

ております。 

 次に、４番目の質問に移ります。 

 文教常任委員会でもこれは説明があったかと

思っておりますので、学校教育課長にお伺いし

ますけども、ほかの地域から比べれば、長井市

の水道が枯れたりすることはなくて、水道水を

使ってプールも全然運営できてる状況だと思え

ば、それはしようがないかなと思いますけども、

平野小学校のプールは地下水を使っておりまし

て、暑いときに冷たい水で、非常にいいプール

環境にあるなと思っておりましたが、その原因

と、その対策ということで、学校教育課長にお

伺いしたいと思います。 

○渋谷佐輔議長 竹田 洋学校教育課長。 

○竹田 洋学校教育課長 それでは、梅津善之議

員の質問にお答えします。 

 長井市内の小・中学校８校には、それぞれ教

育用のプールが設置されています。その中で唯

一、平野小学校には井戸があり、水質検査を行

い、その水をプールに使用しています。夏休み

期間中の７月27日に学校のほうから、井戸から

水が上がらなくなったので、水道水を使います

との連絡がありました。井戸水は上がらなくな

ったのですが、ほかの小・中学校と同じように

補水を水道水に切りかえて対応、対策を行い、

子供たちの使用に影響はありませんでした。 

 なお、井戸水の渇水については、今年度の異

常気象による降雨量の極端な減少という事実も

ございますが、それによるものなのか、または

ほかの要因が関係しているのか、原因を明確に

特定することには至りませんでした。 

○渋谷佐輔議長 ９番、梅津善之議員。 

○９番 梅津善之議員 やっぱりこんな天気は今

までもなかったから、これは地下水位が下がっ

てもというのは理解できるわけですけども、周

辺のお宅を二、三、お伺いしたら、うちは全然

大丈夫だというところもございましたし、若干

出が悪いなというところもお聞きしたところで

ございます。 

 全体的には水位が下がっているというのは、

天候が雨が降らないからかななんていうことも

可能性としては十分あるわけで、地下の中が見

えないから何とも言えないわけでございますけ

ども、さまざまな要因があると思いますので、

ぜひ今後、いろんなことを検討されて、井戸水

でございます。11メーターぐらいの井戸だとお

聞きしておりますので、よくあるのは砂利とり

をした隣で水が出なくなったとか、さまざまな

影響があったりすると思います。その辺をちょ

っと明確にしていただいて、来年度に生かして

いただきたいと思います。 

 せっかくの長井市は水のまちでございます。
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農作物から観光、さまざまな面で、もちろん人

は水がなければ生きていけないわけでございま

すので、こんなときこそ水のまちをアピールす

るいい機会だったなと私は思ってるんですが、

さまざまなことがあった後ということでござい

ます。全体としてこの今後の考え方ということ

で、市長にお伺いしたいと思います。 

○渋谷佐輔議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 お答えいたします。 

 やはりこういった自然の、ことしは渇水とい

うことですが、５年前、４年前は集中豪雨とい

うことで災害があったわけですけれども、やは

りしっかりとした、そうなったときのセーフテ

ィーネットなり、あるいは関係する団体やら国、

県、我々市町村、また地域等々と状況、情報を

共有しながら、やっぱり対応していくしかない

ということでありますし、できるならばさまざ

まな補償についてのセーフティーネット等々も

構築しなければならないと思いますが、これは

いかんせん長井市だけでできるものっていうの

は限られておりますので、一番はしっかりと連

携をとって対応をするということに尽きるとい

うふうに思っております。 

○渋谷佐輔議長 ９番、梅津善之議員。 

○９番 梅津善之議員 もちろんそのさまざまな

ことと連携しながらと思いますけれども、やっ

ぱり長井市として、こんな年はめったにないの

で、水をアピールできる私はいい年だったんで

はないかなと勝手に思ってるところでございま

す。地域によっては大雨の被害やさまざまな自

然状況でご苦労なされてるところにもありなが

ら、それを生かせなんていうことを私は申し上

げてるんで、なかなか難しいと思っております

けども、安心・安全なまちづくりも含めて、そ

してその水があるということを感謝できる地域、

人々であってほしいという願いを込めて質問し

たところでございます。ぜひ今後ともその水に

関しては地域でありがたさを感じながら、それ

を生かす長井市であってほしいなと思っており

ます。 

 続いて、大きな２番目の質問に移らせていた

だきます。 

 総務参事にお伺いしたいと思います。今まで

も職員の接遇であったり、人事評価制度であっ

たり、さまざまな面でいろんなことを申し上げ

てきました。特にその市庁舎の建設であったり、

複合施設の建設、そして地方創生の取り組み方

であったり、職員には相当、通常業務に加えて

さまざまないろんな仕事がふえてると私自身、

思っておりますし、五十嵐議員の資料によりま

すと、300名の再雇用も含めた方が働いていら

っしゃる。もちろんそれは臨時とかも含めれば

もっと多い職員がたくさんいらっしゃると思い

ます。こういうときこそ一丸となって、全体と

なって職員の考えを引き出して向かっていかな

きゃいけないときだと思っておりますし、そう

いうことが毎年というか、ずっと続くわけでは

ないので、ぜひその辺の考え方、職員の考え方

を引き出しているかということを総務参事にお

伺いしたいと思います。 

○渋谷佐輔議長 齋藤環樹総務参事。 

○齋藤環樹総務参事 議員からは、大型公共事業

等を控えまして、職員の力を最大限に引き出す

べきというご質問の趣旨と思っておりますけれ

ども、そこのところについてはまさにそのとお

りの対応を行っていくことが必要だと考えてお

ります。 

 地方創生時代における自治体間競争の激化、

急激な少子高齢化等の社会情勢の変化により、

これまでに経験したことのない課題への対応が

必要となってきておりまして、加えて大型公共

事業が集中することで事業の量はふえていると

いうことは確かだと思います。それらを限られ

た職員で進めていくためには、議員おっしゃい

ますように、職員の力を最大限に引き出すこと

が重要だと考えております。 
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 職員の考え方を引き出せているかとのまずは

ご質問ですけれども、市役所として行っている

ことをご紹介させていただきますと、定例では、

月１回、毎月１回ですね、庁議を開催しており

ます。メンバーは三役と戦略監、参事、それか

ら総務、財政、地域づくり推進課長でございま

して、その時々の重要課題について担当課から

の説明を受け、それから意見を交換し、そのほ

かに同じく月１回、課長、主幹会議を開催して

おりまして、意見の交換、情報共有を図ってお

ります。それから、非公式というわけじゃない

ですけれども、参事会も開催しておりまして、

市長、副市長、教育長等の出席もいただいて、

比較的自由な意見交換を行っていると考えてお

ります。 

 そのほかにも全管理職員を対象に、今年度は

２班に分けまして、７月３日と12日に丸一日の

日程で特別職との意見交換会を開催しておりま

す。今年度、そこでは市長から管理職に提言を

求めたり、また副市長からは新しいまちづくり

に向き合う市役所づくりと題した講演で、報・

連・相の大切さ等についてご指摘をいただいた

ところです。 

 また、日ごろから個別の事業打ち合わせの機

会を小まめに設けるなどして、職員の考え方を

引き出しながら、業務の執行を図っていくよう

努めているところでございます。 

○渋谷佐輔議長 ９番、梅津善之議員。 

○９番 梅津善之議員 さまざまなことをしてい

らっしゃるというようなお話でございました。 

 庁舎建設なり、複合施設もそうですけども、

将来どうあるべきかというのは、やっぱり若い

職員だったり、今入りたての職員だったりが長

く使っていくことになるかと思いますし、そう

いった人の意見をできるだけ吸い上げて、一体

感を持ってやっていただきたいというところで

ございます。 

 私が若いころを思い出しますと、後ろにいら

っしゃる蒲生議員によく、課は違ったんですが、

盾突いて意見を述べていたときをすごく思い出

すんですが、社長には、上司に意見を言って通

じないときは、その上の上司に言えと。それで

もだめなときはそのまままた上に来いというふ

うなことをよく言われてて、わけもわからず意

気盛んだったことをふと振り返ると、やっぱり

言いたいことを言わないで、何だ、こう思って

るのになと思って、私の性格ならすごく嫌だっ

たので、やっぱりおかしいことはおかしいと、

どこまでも言った覚えがあります。 

 それが通るか通らないかは別にしても、話す

ことで半分ぐらいは気が済むというかね、たと

え思ってたことがそうでないとしても、半分は

納得してしようがないかななんて思ったりする

こともございました。そういういろんな積み上

げが市庁舎なり、職員としての一体感に私はつ

ながっていくと思っております。そういう環境

をつくることが、課内でもそうだろうし、職員

みんながそうであってほしいなと願う一人であ

りますので、そういうことを含めて、総務参事、

一体感のある職場になっているかということを

ちょっとお聞きしたいと思いますが。 

○渋谷佐輔議長 齋藤環樹総務参事。 

○齋藤環樹総務参事 初めに、状況等も含めなが

らご答弁をさせていただきたいと思います。 

 一般論として、時代の変化に伴いまして、サ

ラリーマン、公務員も会社員も含めますけれど

も、特に若い世代もそうなんだと思いますけれ

ども、価値観や就業感は多様化していると。働

くということの意義づけも人それぞれでござい

まして、必ずしも給与やポストだけでは動機づ

けが難しいと言われていると。この点について

は長井市役所も全く例外ではないと個人的には

感じているところです。 

 そうした中で、働く目的も異なるメンバーを

まとめて組織力を最大化していくことがどのよ

うな組織にも求められておりまして、対応策に
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ついてはさまざまな分析や考え方が示されてお

りますけれども、基本は、要は人間関係を構築

して、目指すビジョンをともにつくるというこ

とではないかと思っています。 

 信頼に基づく人間関係を構築することで風通

しのよい組織風土を醸成し、目指すビジョンを

共有することで目標達成に向かうエネルギーの

ベクトルが集約されるということが重要であり、

それに加えて何らかの成功体験が重なればさら

にいいのかなと考えているところです。 

 なお、行政事務の特質といたしまして、基礎

自治体である長井市のような市町村の仕事でご

ざいますが、多種多様な分野で多岐にわたる事

務事業について、職員ごとに細かく担当事務を

分担しております。例えば同質の業務が多いと

思われる製造業などと比較しますと、組織とし

ての一体感の醸成は、ある意味難しい側面もあ

るのかなと感じているところです。 

 そうした中でも、少しでも風通しのよい組織

風土をつくり、組織の力を最大限に発揮するた

め、さまざまな取り組みを行っているところで

ございます。各課では、毎朝朝礼を行いまして、

挨拶運動と所属長や担当者がスピーチをするな

ど工夫を凝らし、働きやすい職場づくりに努め

ております。 

 それから、事業の進捗状況や今後の予定等に

ついては、毎月係会議、課内会議を行うことに

し、課内会議の重要事項につきましては市長ま

で報告するようにしております。それから、上

半期、下半期の初めには、課ごとに市長、副市

長と係長以上との職員との事業打ち合わせを行

い、目的や情報の共有等を図り、課全体で事業

に取り組むように努めているところでございま

す。 

 そのほかにも目標管理制度を導入しておりま

して、上半期、下半期、それぞれ所属長と職員

が期首、期末の面談を行い、個々の職員の役割

を所属長との間で共有化することとしていると

ころでございます。 

 これらのことで職場のコミュニケーションが

活性化し、職員の士気を高め、資質の向上やス

キルアップ、ひいては組織力の向上、行政サー

ビスの向上につながるものと考えているところ

でございます。以上でございます。 

○渋谷佐輔議長 ９番、梅津善之議員。 

○９番 梅津善之議員 非常にいろんなことで風

通しもよくて、言える職場だということでござ

いましたと思いますけども、本当にそうなんだ

かななんていうことを思うときがございます。

スポーツ界、いろんな問題がありますけども、

お互いいろんなことを言い合えるというのは、

やっぱり上からどうこうではないんですよね。

末端からいろんなことを、現場のことが吸い上

がってきて、１つの課であったり、チームであ

ったり、もちろん市庁舎になっていくというこ

とで、それぞれのやる気だったり、いろんなこ

とを全体として引き出してこそパワーが出ると

いうふうに私は思っておりまして、その頂点に

もちろん市長がいるわけでございまして、それ

を全体としてうまく引き出す、今こそそういう

ことが大事なんだなと思うときでございます。

その辺について市長、お考えをお伺いしたいと

思っております。 

○渋谷佐輔議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 梅津議員おっしゃるように、や

はり約300人、再任用も含めて職員いるわけで

すが、定時補助職員も含めれば340人、50人お

ります。一人一人の持てる能力を最大限引き出

しているかというと、それはまだまだ生かし切

れていないというふうに、私はトップとして率

直にやっぱりまだまだ課題が多いなというふう

に思っております。 

 まず一つは、なぜそういうことかというと、

先ほど総務参事が言いましたように、一人一人

事務事業っていうのはやっぱり千数百あって、

昔は、職員がまだ多いときは450人ぐらいいた
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わけですけども、そのときは一つの業務を２人

ないし３人でやってるところが多かったですね。

また、複数で複数の業務を何人かでということ

があったので、その中でお互い協力し合ったり、

意見交換をしながら、あるいはそこの係長を中

心にいろいろ意見交換をしてやってきたという

ことがございました。 

 それがもう職員を減らさざるを得ないとなっ

た途端、一人一人にその業務がかぶさってきて、

ぐっと重荷になって、そして一人で悶々として

ると。係長は係長で、主任は主任で、余裕がな

いと。課長は課長で、昔、課長っていうと、机

の上で新聞を読んで、朝から晩までいたみたい

なイメージがあるんですね。ところが、今はそ

んな課長もばたばた走り回らなきゃいけないと、

そういう状況であります。それはなぜかってい

うと、今までのようなルーチンワークじゃなく

なったんですね。前例踏襲じゃないので、必ず

去年よりはことしは改善しなきゃいけない。で

すから、一人一人の能力が求められているんで

すね。 

 したがいまして、一番重要なのは、やはり働

き方改革ということもあるんですが、それはす

なわち人材をもっともっと育てるような仕組み

づくりをしていかなきゃいけないと。一人一人

の能力を高めるための研修等々、内部研修、外

部研修ありますけども、ようやく財政再建あけ

て、まだ五、六年なんですよね。それまでの十

五、六年間は何やってきたかっていうと、お金

がないからその仕事はしなくていいと、するな

と、やるんだったら自分ひとりで頑張ってやれ

と、ただし人も金もないぞと、こういう中で15

年もやってますと、もう自然と余計なことはし

ないっていうふうになってるんですね。 

 そこをようやく少しずつ、もう時代は変わっ

たからと。あと市民の幸せを我々は応援してい

くんだからという前向きな議論で、論理で、考

え方で前に来てますが、そこで今、重要なのは

共通認識ですね。特に若い職員から含めてたっ

た300人かもしれないですけども、去年やって、

まだことししてないですが、できるだけ毎年全

職員との意見交換会をしてるんです。ただ、こ

としは市長、組めないって言われてるんですね、

タウンミーティングしてるし。 

 あと、私が就任して12年目になるんですが、

そのときから比べると３倍ぐらい打ち合わせ、

ふえました。業務量は倍ぐらいふえたと思って

ますね。ですから、年のせいもあるのかもしれ

ないです、かなり疲労困ぱいです。打ち合わせ

も一つ一つの打ち合わせをしていかないと、ほ

ぼ新しいことをやっていくんで、やっぱり意思

疎通が図れないんですよ。ですから、そのため

に参事がしっかりと横の連携をとって、課長間

だけっていうのは６カ所も、大きく見て３カ所

ですけどね、なかなか連携とれないので、例え

ば産業部門だと産業部門はとりやすいんですが、

そことやっぱり建設部門を一緒にしなきゃいけ

ないっていうのがあったり、総務部も一緒、も

うとにかく横の連携が必要なんですよ。これは

ちょっと想像つかないと思いますね。 

 梅津議員ありましたように、私も実は若いと

きに上司に盾突いて、上司に決裁もらえなかっ

たんです、課長から。でも、これはしなきゃい

けないっていうことで、助役を説得して市長に

もらってやったら、めちゃくちゃ怒られました

ね。おまえみたいな職員は初めて見たと、とん

でもないやつだということで、残業してたらい

きなり襲われたことあります。でも、私はそれ

はそれでやんなきゃいけないと思って信じてた

わけです。そういう気持ちは多分今の職員もあ

るんですね。 

 ところが、その当時と違って、その当時は私

が考えてることを上司に理解してもらえなかっ

たんですよ。今は多分、上司は理解してくれる

んですよ。上司も一緒になって、じゃあやろう

と。ところが、やっぱりかなり解決しなきゃい
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けない課題がたくさんありまして、それが一つ

の課だけでできなくて、横の連携をとんなきゃ

いけないということで、非常に山積はしており

ますが、やっぱり議員おっしゃるように、職員

の能力を引き出すように、まずは今、長井市の

置かれている状況やら、あるいはそれぞれの自

分の担当している仕事、ほかの市町村どうやっ

てるか、県はどうやってるか、国はどうやって

るか、もっといい方法ないか。それを一人一人

がやっぱり強い使命感を持って仕事に取り組む

と、そういうふうな体制に変えていかなきゃい

けない。 

 我々、上司はそれをきちっと受け取って、そ

してそれの実現、すなわち市がよくなる、市民

が幸せになるという理想に向けて頑張ってもら

いたいと思いますんで、ぜひ議員のほうからも

励ましやら、ご指導いただければと思います。 

○渋谷佐輔議長 ９番、梅津善之議員。 

○９番 梅津善之議員 同じ認識というかね、市

長も悩んでるところがあるかどうかですが、全

く関係ない話をちょっとさせていただくと、自

分は例えばバスケットをやってきて、１足す１

足す１足す１足す１は５でないということをよ

く言われてきて、シュートを打って決めるのは

花形なのかもしれないですが、どうしてもそこ

はパスを出すのが大好きだったり、見えないよ

うなプレーをさっとするのが好きだったりする

のが特徴で、ポイントガードだったりする、そ

れぞれの役割があるということ、それはサッカ

ーでもラグビーでも、チームプレーは全てそう

だと思います。 

 ラグビーの平尾誠二さんという方がお亡くな

りになったんですけども、その人には、もちろ

ん選手としても、監督としても有名な方でござ

いまして、場所に人を当てはめるんではなくて、

人を場所に当てはめるんだという考え方、これ

は全てでは私はないと思いますけども、それが

点が面になって、点が太い大きい点だと太い線

になっていくというチームという話、さらには、

市長はめったに人を叱ることなんかないと思い

ますけども、プレーは叱っても人格は責めない

とか、後で必ずフォローするとか、他人と比較

しないとか、長時間叱らないとか、すごくため

になるというか、私も振り返るとそういうこと

があったななんて思いながら、その本、ｉＰＳ

細胞で有名な山中教授との対談の本でございま

すけども、それを読ませていただきました。 

 リーダーの資質ということをふと考えるとき

に、やっぱり同じく汗を流して一生懸命みんな

のために頑張っていくんだという姿というのは

非常に大切だと私は思っておりまして、その先

頭に市長が立っていかなければならないという

のは、もちろん自覚していると思います。ぜひ

その職員の全体の思いも含めて、感じ取って、

いい長井市の庁舎の建設、さまざまな公共事業

を進めていってもらいたいと思いますので、も

う一度最後にお願いしたいと思いますが。 

○渋谷佐輔議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 ぜひ市役所の職員の能力を最大

に生かしながら連携をとって、庁舎もいいもの

をつくるようにこれからも努力してまいります

し、長井市の発展と、市民の福祉の向上のため

に、ただいま議員からありましたこと等々につ

いて、改めて幹部職員とこれからのあり方等々

について協議しながら、長井市のために頑張っ

てまいりたいと思います。 

○渋谷佐輔議長 ９番、梅津善之議員。 

○９番 梅津善之議員 以上になります。 

○渋谷佐輔議長 以上で一般質問は全部終了いた

しました。 

 

 

   散     会 

 

 

○渋谷佐輔議長 本日はこれをもって散会いたし
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ます。 

 ご協力ありがとうございました。 

 

 

    午前１１時５４分 散会 


